
週間国際経済2016（40） №79  11/09～11/15    金俊行（きむじゅねん） 

 

11/09・経常黒字10兆円台 4-9月 貿易収支が黒字転換  

    前年同期比20.5％増、9年ぶりの水準 輸入額19.8％減、輸出額10.9％減 黒字3兆円 

  ・中国の輸出不振続く 10月7.3％減（7カ月連続マイナス）内需は堅調 

  ・英強行離脱に修正圧力（高等法院判決受け）議会で「単一市場残留」強まる 

  ・中比の緊張和らぐ 首脳会談後スカボロー礁で漁業も再開 

 

11/10・米大統領トランプ氏 「最強の経済つくる」米国再生、異端に託す 

    8日投票即日開票 米議会はねじれ解消、上下院とも共和党が過半数 

    白人労働者の不満を吸収 向上集積州で大勝 隠れトランプ支持者も 

    日経平均919円安 NY株、売買交錯 一時1ドル＝101円台に 

 

11/11・トランプ氏経済改革100日で断行「米国に資金取り戻す」 ＜１＞ ＜２＞ 

    法人税15％に下げ、1兆ドルのインフラ投資 財政悪化など懸念拭えず 

    米金融規制岐路に トランプ氏厳格化には否定的 金融界、緩和に期待感 

    警戒一変市場一転 積極財政観測で米金利上昇 円、１日で５円急落 先行き懸念は消えず 

  ・TPP承認案衆院通過 今国会成立へ 政府、米の翻意促す 

  ・中国新車販売18％増 10月265万台 SUV人気、減税効果も 

 

11/12・NY株連日の最高値 週間上げ幅、最大の959ドル「トランプ銘柄」活況 ＜３＞ 

    トランプ相場米金利が急上昇 新興国マネー流出 米IT銘柄は逆行安 

  ・オバマ政権「TPP断念」米報道 協定発効、絶望的に 

  ・日印首脳会談 原子力協定に署名 非NPT国に原発輸出 ＜４＞ 

 

11/13・「トランプ円安」いつまで 改革頓挫で逆行も ＜５＞ 

  ・日銀、国債で含み損10兆円に 会計検査院も懸念示す 

  ・朴大統領に退陣迫る ソウルで集会、26万人参加 

 

11/14・GDP実質2.2％増（7-9月年率）3期連続プラス 消費・設備投資は停滞 ＜６＞   

 前期比0.54％増 外需が0.45％寄与 輸出2.0％増 訪日外国人消費は9.4％増 

 

11/15・中国経済、経済効果に陰り 消費伸び、10月縮小 工業生産も横ばい 

    人民元、下落進む 7年8カ月ぶり水準 

  ・３メガ銀軒並み減益 4-9月、マイナス金利が影 収益構造の改革急務 

    預金を集めて融資に回す事業モデルが行き詰まり 

  ・米ロ関係改善で一致 トランプ氏、プーチン氏と電話協議 

  ・「駆けつけ警護」閣議決定 自衛隊に新任務 南スーダンPKO12月12日から 

  ・円下落、一時108円台 5カ月ぶり安値 日経平均は297円高 

 



 


